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作
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い
よ
い
よ
暑
さ
本
番
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

自
愛
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　
広
報
特
別
委
員
会
で
は
、
年

４
回
、
議
会
広
報
誌
を
発
行
し

て
お
り
ま
す
。
広
報
委
員
の
役

割
は
、
取
材
を
通
し
て
町
内
の

活
動
や
、
議
会
活
動
を
町
民
の

皆
さ
ま
に
知
っ
て
も
ら
い
、
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
も
議
員
１
期
目
か
ら
編
集

作
業
に
携た

ず
さ

わ
り
、
３
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
各
活
動
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
、
複
雑
な
予
算
内

容
や
分
か
り
に
く
い
議
会
用
語

を
出
来
る
だ
け
か
み
砕
き
な
が

ら
、
正
確
さ
を
第
一
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
初
心
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
、
手

に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
議
会
広

報
誌
づ
く
り
に
精し

ょ
う
じ
ん進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

�

川
原　
幸
治

　第９回は、ふるさと納税返礼品で、熟
じゅく

練
れ ん

した匠の技で作り上げられた「鋳
ちゅう

鉄
て つ

製
せ い

たこ焼きプレート」が人気
の株式会社楠原製作所様に、おじゃましま～す！

恵町での歴史は長く、鋳
い

物
も の

づくりに情熱を持った、代
表取締役楠原公規氏と取締役楠原朋浩氏に話を伺い

ました。

原製作所は、昭和39年６月に創業され今年で61年。
昭和40年代より２次産業を中心とした企業が多数

進出して以降、モノづくりの町として福岡都市圏にあ
る須恵町で、地域産業の一角を担

に な

っています。
型を作りそこに溶かした鉄を流し込み、各種鋳鉄素
材を製造。製造品は、上下水道のマンホール用蓋枠

や産業用ロボット部品、建設および土木関係の機械の
一部として使用されています。電気機器関係では、モー
ターの一部として使用し、大小のモーターが制作され
各所で動力として使われるなど、多

た

岐
き

にわたり素
そ

形
け い

材
産業分野の銑

せ ん

鉄
て つ

鋳
い

物
も の

製造業として取り組んでいます。

　従業員19名がそれぞれの役割のもと、工場内では、
砂やホコリにまみれる中、1000℃を超える鉄を扱う職
人たちが、それ以上にアツい熱意をもって、日々製造
に励んでいます。

礼品のたこ焼きプレートとマルチ鍋は、潤
じゅん

滑
か つ

性
せ い

に
優れ、熱伝導が良く、長く使用することが出来る

とたいへん好評です。
　以前より職人が減っている事もあり、人材不足の懸

け

念
ね ん

もありますが、将来を背負う若者に、職人技を身に
付けてもらい、鋳物製品を広めることで、多くの方に
良さを知っていただき、使ってもらいたいです。

「徹底したテストと納得でき
る製品づくり」をモットーに、
安全、安心な製品を製造す
るため、技術と信頼をより
高めて参ります。

楠

須

砂

返

表紙シリーズ　未来を担う子どもたち 「水あそびっ たのしい〜！」

取締役 楠
く す

原
は ら

 朋
と も

浩
ひ ろ

氏

代表取締役 楠
く す

原
は ら

 公
こ う

規
き

氏

ステーキや餃子の料理にも最適！「マルチ鍋」

人気！のIH対応『たこやきプレート』
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「未来予想図カフェ」  町民の声を「未来予想図カフェ」  町民の声を聴聴
きき

きました！きました！

未来予想図カフェを終えて未来予想図カフェを終えて

須恵町議会では、昨年から須恵町の未来を語り　合うために『須恵町未来予想図カフェ（意見交換会）』を須恵町議会では、昨年から須恵町の未来を語り　合うために『須恵町未来予想図カフェ（意見交換会）』を
開催しています。第２弾は、PTA代表者　の皆様の声を聴きました。開催しています。第２弾は、PTA代表者　の皆様の声を聴きました。

テーマ    子どもたちを取り巻  く学校内外の環境について
子どもたちを想う、各班の意見発表 各班から多くの意見が出されました！

大
お お

西
に し

 喜
よ し

仁
ひ と

 会長
（須恵第二小学校 PTA）

廣
ひ ろ

瀬
せ

 大
だ い

輔
す け

 会長
（須恵東中学校 PTA）

吉
よ し

松
ま つ

 義
よ し

章
あ き

 副会長
（須恵東中学校 PTA）

矢
や

野
の

 裕
ゆ う

児
じ

 会長
（須恵中学校 PTA）

有
あ り

吉
よ し

 大
だ い

輝
き

 副会長
（須恵第三小学校 PTA）

久
く

保
ぼ

田
た

 勲
いさお

 副会長
（須恵第二小学校 PTA）

１班代表 ４班代表

２班代表 ５班代表

３班代表 ６班代表

感 想
各小学校、中学校の役員の方々の意
見が聞けて、子どもたちの環境など
に改めて気づくことが出来ました。
改善できる事、したい事、議員の方々
と一緒に考えられて良かったです。

感 想
幅広い意見を出せる場を設けていた
だき、また議員の皆さんとの交流がで
きて良かったです。ぜひ、今回の意見
を形にしてもらいたいと思います。

感 想
今回新しい試みで意見交換の場を作っ
ていただいたこと、ありがとうござい
ます。
思う事はただ一つ。今日、話しに上がっ
た事が現実になること。私自身も仲間
と実現するために、動きたいと思えた
会となりました。

感 想
議員さんたちの話しが聞けたこと、また、
須恵町でこのようなことに困っていると
いう保護者の話しを聞くことが出来たこ
となど、とても楽しかったです。
また、このような機会があれば、ぜひ、
PTA役員全員で参加したいと思います。

感 想
子どもたちの成長に期待している想い
をたくさん発信させていただきました。
より一層、環境が強化されるとうれ
しいです。
保護者として、全力でサポートして
いきます！

感 想
活発な意見が出し合えて、非常に有
意義な『未来予想図カフェ』でした。
須恵の宝である子どもたちのために
なることを期待します。

意 見
● �通学路に狭

せま

い場所がある
● �子どもたちの遊び場、児童館がない
● �給食問題

意 見
● �中学校に給食を（現状、ランチサー
ビスで対応）

● �学力低下の情報が伝わっていない

意 見
● �中学校を給食に
● �給食室の老

ろう

朽
きゅう

化
か

● �公園でボール遊びができない

意 見
● �子どもたちの（ボール遊びなどが可
能な）遊び場づくり

● �教員のなり手不足や負
ふ

担
たん

軽
けい

減
げん

対
たい

策
さく

意 見
● �ボール遊び出来るような公園（遊び
場）がない

● �不登校児童への対応や学力の低下
● �中学校を給食に

　子どもたちを取り巻く環境は、家庭環境の多様化、
地域社会の希

き

薄
はく

化
か

、学校の課題など、社会の流れと
ともに、大きく変化しています。今回、各小中学校
の PTA代表者の皆さんから率直な意見をいただきま
した。
　親としての思いは変わらないため、賛同する意見は
多く、食、学力、遊び場と、子どもたちの取り巻く環
境を良くしたいという、熱い意見が飛

と

び交
か

いました。
　今後は、学校や地域と協力し、子どもたちにとって
良い環境づくりを目指したいと思います。

　家庭の多くが共働きである中、子どもたちが安全に
学校へ通い、楽しく学び、地域で元気に育つ環境を整
えることが親の願いだと思います。
　しかし、中学校の給食がなかったり、遊べる公園が
近隣地域と比べて不足しているなどの課題があると思
います。
　本日、たくさんの意見が出た中で、何か一つでも二
つでも議員さんたちに形にしていただければ、この会
が報われるのかなと思います。ぜひ議員の皆さん、よ
ろしくお願いします。

川
か わ

口
ぐ ち

 満
み つ

浩
ひ ろ

 議員 村
む ら

山
や ま

 亮
りょう

太
た

 会長（須恵第一小学校PTA）

議員がファシリテーターとして、円滑に意見交換を進めました

村山会長に講評していただきました

意 見
● �中学校の給食化
● �不登校の生徒の対応について
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委
員
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ト
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未
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その他の

議 案
６ 月 定 例 会

　
令
和
６
年
度
補
正
予
算

　
各
会
計
と
も
、
年
度
末
の
決
算
見
込
額

に
よ
る
調
整
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◇
一
般
会
計
（
第
10
号
）

　
５
１
１
万
円
を
追
加

　
総
額
１
３
７
億
２
８
９
２
万
円

　
専
決�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
４
号
）

　
２
億
１
１
８
５
万
円
を
減
額

　
総
額
27
億
７
１
８
９
万
円

　
専
決�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

　
令
和
７
年
度
補
正
予
算

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
６
６
０
万
円
を
追
加

　
総
額
２
８
億
９
８
６
０
万
円

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計

　
２
０
９
万
円
を
追
加

　
総
額
５
億
２
１
０
９
万
円

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

続
く
物
価
高こ

う

騰と
う

対
策
　
町
民
生
活
を
守
る
に
は

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２
５
５
４
万
円
を
増
額　
総
額
１
３
７
億
１
５
５
４
万
円

小
学
校
給
食
事
業

 

１
４
７
５
万
円

　

令
和
７
年
度
の
給
食
費
は
、
材
料
費

が
上
が
り
、
昨
年
度
３
２
０
円
に
対
し

３
６
０
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
で
差
額
の
40
円
を
補
助
金

と
し
て
計
上
し
ま
し
た
。
実
際
の
保
護
者

の
負
担
金
と
し
て
は
、
40
円
上
が
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

定
額
減
税
補
足
給
付
金
事
業

 

１
４
６
万
円

　

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
た
額
に
表

記
の
額
を
追
加
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修

を
行
い
ま
す
。

　

定
額
減
税
対
象
の
生
計
同
一
配
偶
者
に

係
る
１
万
円
の
減
税
が
行
わ
れ
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

 

50
万
円

　

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
た
額
に
表

記
の
額
を
追
加
し
て
、
商
工
会
実
施
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
を

増
額
補
助
し
ま
す
。
商
品
券
の
発
行
額
を

増
や
す
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
方
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
図
り
ま
す
。

　

物
価
高
騰
下
に
お
け
る
家
計
の
負
担
軽

減
と
、
町
内
消
費
の
喚か

ん

起き

を
両
立
さ
せ
る

効
果
的
な
施
策
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。

生活支援の充実を６月
定例会

令和７年第２回定例会は、６月６日から13日までの８日間で行われました。
審議の結果、提出された議案17件を原案のとおり、承認・可決・同意しました。

そ の 他 の 採 決 結 果
須恵町税条例の一部を改正 専　決

（公示送達を庁舎パソコンでも閲覧可とする規定の追加、特定親族の規定の追加、原付バイクに関する規定の追加、ほか地方税法等の一部
を改正する法律が、公布施行されたことに伴う改正）

全員賛成で承認

須恵町国民健康保険税条例の一部を改正 専　決
（基礎課税額の限度額を65万円から66万円に引き上げ。また、後期高齢者支援金等課税額の限度額を24万円から26万円に引き上げ、保険
税軽減対象を拡充）

全員賛成で承認

須恵町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正
（関連上位法の改正による改正。妊娠、出産等についての申し出をした職員等に対する意向確認等の規定を追加等） 全員賛成で可決

須恵町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
（関連上位法の改正による改正。第1号部分休業の規定の整理、第2号部分休業の規定の追加等） 全員賛成で可決

須恵町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
（内閣府令の公布施行による改正。条例中の文言を「栄養士」から「栄養士又は管理栄養士」に改正） 全員賛成で可決

須恵町上水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する基準を定める条例の 
一部を改正

（水道法施行規則の改正による改正。参照条文の条ずれを補う整理）
全員賛成で可決

財産の貸付の変更について
（れいんぼー幼児園の倉庫を解体することに伴い、貸し付ける建物の構造および面積に変更が生じたため） 全員賛成で可決

財産の取得について（学習用タブレットPC端末）
（GIGAスクール構想で導入した財産について、須恵中学校および須恵東中学校の端末を更新するため） 全員賛成で可決

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正
（国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の一部改正による改正） 全員賛成で可決

工事請負契約の締結
（須恵第一小学校長寿命化改良工事（第2期）：請負金 4億1024万円：工期 令和７年10月31日まで） 全員賛成で可決

工事請負契約の締結
（須恵中学校体育館空調設備工事：請負金 1億7072万円：工期 令和７年12月26日まで） 全員賛成で可決

須恵町固定資産評価審査委員会委員の選任
　前任者任期満了に伴い選任
　百

も も

田
た

　吉
よ し

成
な り

氏 （佐谷区・69歳）
　任期：令和7年8月1日～令和10年7月31日

人事案件の審議結果
全員賛成

同意

各議案の「委員会審査報告」および
「採決の様子」を視聴できます！

須恵町議会録画配信は
こちら

　
専せ

ん

決け
つ

と
は

　
町
長
が
、
議
会
に
代
わ
っ
て
意
思
決
定

を
行
な
う
こ
と
で
す
。

　
町
長
が
専
決
処
分
を
し
た
場
合
は
、
専

決
処
分
を
し
た
後
、
招

し
ょ
う

集し
ゅ
うさ
れ
る
議
会
の

当
初
本
会
議
に
お
い

て
、
議
会
の
承
認
を

求
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

用 語
解 説

給食
材料費

町からの
補助

保護者の
負担

令和7年度 360円 40円 320円
令和6年度 320円 40円 280円

給食費の推移

小学校給食(4年生標準量)
※令和7年7月撮影

（
第
１
号
）

田ノ上委員長
（予算審査特別委員会）

百
もも

田
た

吉
よし

成
なり

会長
(須恵町商工会)

６
月
定
例
会　
補
正
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

　

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
１
６
７
１
万
円
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
補
正
予
算
の
大
き

な
部
分
に
当
た
る
の
で
、
そ
の
使し

途と

を

解
説
し
ま
す
。

川口議員

物
価
高
騰
の
お
り
、
給
料
も
追
い
つ

か
ず
、
米
も
値
上
が
り
し
て
い
る
状

況
の
中
、
少
し
で
も
町
民
の
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
商
工
会
と
し

て
も
非
常
に
有あ

り
難が

た

い
こ
と
で
す
。
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追
加
事
業
の
内
容
は
？

緑
地
管
理
事
業

 
５
２
２
万
円

今
回
の
補
正
で
、
町
有
地
の
ど
こ
を
伐
る
の
か
。

公
園
緑
地
課
長　
山
の
神
公
園
内
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
を
、

地
元
要
望
に
よ
り
伐ば

っ

採さ
い

す
る
。
こ
れ
に
併あ

わ

せ
て
、
建
物

に
か
か
っ
て
い
る
樹
木
、
道
路
に
伸
び
て
い
る
樹
木
を
計
４

本
伐
採
な
ど
を
す
る
。

　
佐
谷
・
上
永
原
集
会
所
裏
法の

り

面め
ん

の
樹
木
が
繁は

ん

茂も

し
て
お
り
、

大
小
合
わ
せ
計
17
本
伐
採
す
る
。
併
せ
て
、
竹
林
４
０
０
㎡

の
伐
採
を
検
討
し
て
い
る
。
地
元
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

￥

米
価
高
騰
の
中
、
給
食
は
？

小
学
校
給
食
事
業

 

１
４
７
５
万
円

コ
メ
の
高
騰
を
受
け
、
献こ

ん

立だ
て

に
変
化
は
あ
る
か
。

学
校
教
育
課
長　
献
立
は
、
給
食
の
献
立
委
員
会
、
栄

養
士
の
先
生
方
で
決
め
て
い
る
。
米
食
と
パ
ン
食
は
一

律
で
は
な
く
、
月
毎
に
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
学
校
給
食
会

の
通
知
を
受
け
、
計
算
し
て
発
注
し
て
い
る
。
献
立
に
大
き

な
変
化
は
な
い
。

中
学
校
給
食
に
補
助
は
あ
る
か
。

学
校
教
育
課
長　
中
学
校
は
、
入
札
に
よ
る
ラ
ン
チ

サ
ー
ビ
ス
で
行
っ
て
お
り
、
金
額
の
変
更
は
な
い
。

重
点
課
題
研
究
は
？

第
二
小
学
校
教
育
振
興
事
業

 

40
万
円

ど
の
よ
う
な
事
業
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　
児
童
生
徒
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

の
教
育
、
と
い
う
こ
と
で
課
題
研
究
を
行
う
。
３
年

間
の
福
岡
県
の
事
業
を
須
恵
町
で
受
け
た
。
今
年
度
が
１
年

目
と
な
り
、
県
か
ら
の
予
算
が
10
万
円
決
定
し
た
。

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

建物にかかっている伐採予定のヒマラヤ杉

上永原集会所裏法面の伐採予定の樹木

ここが

P8
川原 幸治 議員
これからの学校の
あり方は

P11
田ノ上 真 議員
物価高騰への
対応は

P9
平山 諭 議員
カスハラの現状と

対策は

P12
白水 春夫 議員
聴覚機能の
フレイル予防を

P13
男澤 一夫 議員
ほたるの湯の

減免措置と利便性は

P10
川口 満浩 議員
高齢者の
見守り対策は

聞
き
た
い
！

一般
質問

　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
教
育
と
は

　
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
康
で
、
幸
せ

な
状
態
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
学
校
や
家

庭
、
地
域
社
会
全
体
で
取
り

組
む
教
育
の
こ
と
で
す
。

用 語
解 説

中学校ランチサービス
について、令和6年5月
に所管事務調査を行な
いました。

詳細は、233号に掲載

233号はこちら

一般質問とは
議員が町長などの執行機関に対し、町の行財政全般について疑問点をただし、

報告や説明を求めることです。
※本会議の様子は、映像配信や会議録でご覧いただけます。

６人の議員が登壇
※�質問した議員自身の責任でまとめた原

げん

稿
こう

を、そのまま掲
けい

載
さい

しています。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
質
疑
か
ら

７
年
度
分
・一
部
抜ば

っ

粋す
い

議
長
を
除
く
議
員
全
員(

11
名)

で
構
成
さ
れ
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

川原議員

　
物
価
高
騰
へ
は
国
の
補
助
金
で
対
応

し
ま
す
が
、
今
後
の
状
況
を
注

ち
ゅ
う

視し

し
て

い
き
ま
す
。

　
中
学
校
の
給
食
導ど

う

入に
ゅ
うを
希
望
す
る
保

護
者
の
声
を
良
く
耳
に
し
ま
す
。

　
要
望
が
実
現
す
れ
ば
、
成
長
期
に
必

要
な
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
摂
取
で
き
、

保
護
者
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
給
食
無
償
化
が
実
現
さ
れ
た

場
合
は
、
対
応
も
容
易
に
な
る
と
考
え

ま
す
。

男澤議員
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※�

質
問
し
た
議
員
自
身
の
責
任
で
ま
と

め
た
原げ

ん

稿こ
う

を
、
そ
の
ま
ま
掲け
い

載さ
い

し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
映
像
配
信
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

川
原　
教
育
学
習
支
援
業
は
、
新

卒
3
年
以
内
の
離
職
率
が
46
％
と

言
わ
れ
て
い
る
。
教
育
現
場
の
業

務
過
多
を
耳
に
す
る
が
、精
神
的・

肉
体
的
理
由
で
の
離
職
は
、
避さ

け

る
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
各
小

中
学
校
の
教
員
数
を
お
聞
き
し
た

い
。

学
校
教
育
課
長　
教
員
不
足
は
深

刻
な
問
題
で
あ
り
、
学
校
運
営
や

教
育
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。
課
題
と
し
て
、
長
時
間

労
働
、
保
護
者
対
応
、
特
別
支
援

学
級
増
加
な
ど
が
あ
る
。

　
現
在
の
教
員
数
は
事
務
員
を
除

い
て
、
第
一
小
47
人
、
第
二
小
48

人
、
第
三
小
40
人
、
須
恵
中
48
人
、

東
中
24
人
で
、
欠
員
は
第
一
小
２

人
、
第
三
小
２
人
、
須
恵
中
１
人

で
あ
る
。

川
原　
退
職
し
た
教
員
の
再
任
や
、

非
常
勤
教
員
を
任
用
す
る
考
え
は
。

学
校
教
育
課
長　
会
計
年
度
職
員

な
ど
、
各
学
校
に
平
均
７
人
以
上

配
置
し
て
い
る
。

川
原　
須
恵
町
の
小
中
学
校
は
教

科
担
任
制
か
。

学
校
教
育
課
長　
小
学
校
は
学
級

担
任
制
、
中
学
校
は
教
科
担
任
制

で
あ
る
。

川
原　
全
て
を
１
人
の
教
員
が
カ

バ
ー
す
る
学
級
担
任
制
は
、
個
人

の
負
担
が
大
き
い
と
感
じ
る
。

　
福
岡
県
内
で
は
幾
つ
か
の
小
中

学
校
で
、
チ
ー
ム
担
任
制
に
移
行

し
て
い
る
。
複
数
の
職
員
で
学
年

全
体
を
受
け
持
つ
チ
ー
ム
担
任
制

に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

学
校
教
育
課
長　
チ
ー
ム
で
学
級

を
見
て
い
く
考
え
方
は
素
晴
ら
し

く
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
安

心
で
き
る
環
境
だ
と
思
う
。

　
現
在
、
学
校
現
場
で
は
、
チ
ー

ム
学
校
と
い
う
理
念
の
も
と
、
各

学
年
の
教
員
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、

担
当
学
年
の
子
ど
も
た
ち
を
見
て

い
く
学
校
経
営
を
行
っ
て
い
る
。

川
原　
今
後
、
チ
ー
ム
担
任
制
を

導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
長　
チ
ー
ム
担
任
制
の
理
念

は
素
晴
ら
し
い
と
思
う
が
、
病
気

や
産
休
育
休
の
代だ

い

替た
い

教
員
が
、
す

ぐ
に
配
置
さ
れ
な
い
現
状
で
は
、

制
度
と
し
て
の
実
現
は
か
な
り
厳き

び

し
い
。

　
で
き
る
限
り
支
援
ス
タ
ッ
フ
を

配
置
し
て
、
学
校
が
一
つ
の
チ
ー

ム
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
為
、

効
果
的
な
学
年
学
級
経
営
が
図は

か

れ

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

川
か わ

原
は ら

 幸
ゆ き

治
は る

 議員が問う

これからの学校のあり方は
学校を一つのチームとして対応

教育

　多くの教員で一人ひとりの児童・生徒に向き合
える、学年学級づくり、教員負担をどう軽減して
いくか、今後も検討していただきたい。

質問を終えて 映像はこちら

※�

質
問
し
た
議
員
自
身
の
責
任
で
ま
と

め
た
原
稿
を
、
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
映
像
配
信
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

平
山
　
カ
ス
ハ
ラ
は
、
今
や
多
く

の
企
業
、
医
療
現
場
な
ど
に
お
い

て
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
様
々
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
須
恵
町
役
場
や
学
校
に
お
け
る

カ
ス
ハ
ラ
の
実
態
と
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。
過
去
１
年
で
カ
ス
ハ
ラ

は
何
件
発
生
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
令
和
６
年
度
に
お
け

る
事
案
は
、
庁
舎
で
は
６
件
、
学

校
で
は
０
件
と
報
告
を
受
け
て
い

る
。

平
山
　
現
在
、
把は

握あ
く

し
て
い
る
案

件
に
は
ど
の
様
な
事
例
が
あ
る
の

か
。

総
務
課
長
　
役
場
の
手
続
き
と
関

係
な
い
事
、
法
令
制
度
上
認
め
ら

れ
な
い
事
、
暴
言
威い

圧あ
つ

的
な
言
動
、

長
時
間
に
わ
た
る
ク
レ
ー
ム
な
ど

の
精
神
的
攻
撃
が
発
生
し
て
い
る
。

平
山
　
カ
ス
ハ
ラ
と
は
何
か
町
民

へ
の
周
知
等
は
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
現
在
の
と
こ
ろ
は
、

町
民
に
対
す
る
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
周
知
は
行
っ
て

い
な
い
。

平
山
　
カ
ス
ハ
ラ
に
対
す
る
職
員

へ
の
研
修
や
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
今
後
カ
ス
ハ
ラ
を
含

め
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
を
検
討
し
て
い
く
。

令
和
６
年
度
に
全
職
員
を
対
象
と

し
て
、
ク
レ
ー
ム
・
カ
ス
ハ
ラ
対

応
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

平
山
　
職
員
へ
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

対
策
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
労
働
環
境
の
改
善
と

安
全
衛
生
の
観
点
か
ら
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
が
不
調
の
職
員
に
対
し
、

委
託
産
業
医
に
よ
る
個
人
面
談
を

実
施
し
て
い
る
。
総
務
課
で
そ
の

内
容
を
共
有
し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
が
可
能
な
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
ま
た
各
学
校
に
も
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
や
産
業
医

と
の
相
談
体
制
を
整
え
て
い
る
。

平
山
　
職
員
を
守
り
切
る
見け

ん

解か
い

と

町
と
し
て
の
今
後
の
展
望
は
。

町
長
　
最
終
的
に
は
、
発
生
し
た

事
案
は
私
の
と
こ
ろ
に
報
告
が
あ

る
。
そ
の
段
階
で
、
弁
護
士
へ
の

相
談
や
警
察
へ
の
連
絡
な
ど
は
私

の
ほ
う
か
ら
命
令
を
す
る
。

　
必
要
な
ら
法
的
提
訴
も
検
討
す

る
が
、
須
恵
町
の
職
員
は
質
が
高

く
そ
こ
ま
で
は
い
っ
て
い
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
職
員
の
心
の
ケ
ア

な
ど
も
含
め
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
総
務
課
長
は
じ
め
、
各
担
当

課
長
と
同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
向
け
対

処
し
て
い
く
。

平
ひ ら

山
や ま

 諭
さとし

 議員が問う

カスハラの現状と対策は
マニュアルと相談体制の充実を

社会

　マニュアルの整備、研修の継続、職員へのフォ
ローアップ体制の充実を図るとともに、ぜひ予防
的対策にも取り組んでもらいたいです。

質問を終えて 映像はこちら
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※�

質
問
し
た
議
員
自
身
の
責
任
で
ま
と

め
た
原
稿
を
、
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
映
像
配
信
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

川
口
　
少
子
高
齢
化
が
急
激
に
加

速
す
る
中
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
な
ど
を
対
象
と
し
た
見
守
り
活

動
は
必
要
性
が
高
く
、
重
要
な
こ

と
で
あ
る
。

　
一
番
の
カ
ギ
と
な
る
の
は
民
生

委
員
の
力
で
は
な
い
か
。
生
活
の

安
全
網
と
な
り
、
安
心
を
提
供
す

る
役
目
を
果
た
す
必
要
な
存
在
で

あ
る
。

　
民
生
委
員
の
支
援
活
動
は
増
え

る
一
方
、
担
い
手
不
足
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
民
生
委
員
の
活
動
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
課
長　
地
域
の
見
守
り
、
相

談
、
必
要
な
支
援
、
専
門
機
関
と

の
つ
な
ぎ
役
と
な
っ
て
い
る
。

川
口
　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
貸た

い

与よ

事
業
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
周
知
方
法
は
。

福
祉
課
長　
広
報
や
民
生
委
員
、

各
区
長
の
ほ
か
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
、
周
知
を
行
っ
て
い

る
。

川
口
　
今
後
を
見
据
え
、
自
治
体

に
よ
っ
て
は
Ａ
Ｉ
の
技
術
や
Ｉ
ｏ

Ｔ
を
活
用
し
、
企
業
と
自
治
体
が

協
力
し
た
見
守
り
事
業
が
進
ん
で

い
る
。

　
多た

岐き

に
わ
た
る
活
動
に
取
組
み
、

体
力
面
、
精
神
的
負
担
を
軽け

い

減げ
ん

す

る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

や
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
広
げ
る

な
ど
、
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

今
後
の
高
齢
者
を
見
守
る
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

福
祉
課
長　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
え

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
民
生
委
員

の
負
担
が
増
す
こ
と
は
否
め
な
い
。

　
町
と
し
て
、
支
援
協
力
は
し
っ

か
り
行
っ
て
い
く
。
今
、
元
気
な

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過

ご
せ
る
よ
う
、
介
護
予
防
の
実
施
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
活
動
支
援
を

行
う
。

　

将
来
的
に
は
、
ス
マ
ー
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
が
、現
状
は
、様
々

な
資
源
を
活
用
し
、
高
齢
者
の
見

守
り
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

町
長　
須
恵
町
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
な
ど
団
体

が
活
動
し
、
力
を
発は

っ

揮き

し
て
い
る
。

　
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
そ
の
こ
と
が
、
民
生
委
員
の

仕
事
の
軽
減
に
も
繋つ

な

が
り
、
そ
の

仕
組
み
作
り
が
役
割
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。
須
恵
町
で
過
ご
し

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
が
、
原
点
回か

い

帰き

、
解
消

に
な
る
と
思
う
。

川
か わ

口
ぐ ち

 満
み つ

浩
ひ ろ

 議員が問う

高齢者の見守り対策は
様々な資源を活用し充実を図る

福祉

　高齢化に備え、更
さら

なる高齢者向け福祉サービス
の取り組みを充実させ、多くの方が、住み慣れた
地域や自宅で暮らせるように期待します。

質問を終えて 映像はこちら

※�

質
問
し
た
議
員
自
身
の
責
任
で
ま
と

め
た
原
稿
を
、
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
映
像
配
信
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

田
ノ
上
　
物
価
高
騰
に
社
会
が
揺ゆ

ら
い
で
い
る
。

　
一
度
上
が
っ
た
物
価
が
下
が
る

こ
と
は
、
余
程
の
こ
と
が
な
い
限

り
困
難
と
思
わ
れ
る
が
、
須
恵
町

で
で
き
る
こ
と
は
何
か
考
え
て
い

る
。
民
間
事
業
者
へ
の
補
助
と
し

て
、
検
討
し
て
い
る
方
策
は
。

総
務
課
長　
現
在
、
民
間
事
業
者

支
援
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
実

施
し
て
い
な
い
。

田
ノ
上
　
最
近
の
施
策
で
は
、
町

内
で
使
え
る
生
活
支
援
商
品
券
は
、

大
変
人
気
の
あ
る
政
策
だ
っ
た
。

　
行
政
庁
と
し
て
、
住
民
に
対
し

て
、
何
ら
か
の
負
担
減
の
考
え
は
。

総
務
課
長　
生
活
支
援
商
品
券
は
、

大
変
好
評
い
た
だ
き
、
町
内
経
済

の
活
性
化
に
も
大
き
く
貢
献
し
た

と
認
識
し
て
い
る
。
生
活
支
援
の

有
効
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
給
付

型
の
商
品
券
や
そ
れ
に
準
ず
る
施

策
の
再
実
施
は
、
前
向
き
に
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
重
点
支
援
交
付
金
の
活
用
で
、

商
工
会
実
施
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
、
よ
り
多
く
の
町
民
が
利

用
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
料
金
の
引
き

下
げ
、
減
免
は
実
施
困こ

ん

難な
ん

な
状
況
。

　
低
所
得
者
層
や
子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
策
の
拡か

く

充じ
ゅ
うを

検
討
し
て
い

く
。

　
町
民
へ
の
直
接
的
な
支
援
と
し

て
、
町
内
各
小
学
校
の
給
食
費
に

対
す
る
補
助
を
引
き
続
き
実
施
し
、

負
担
軽
減
を
図
る
。
保
育
所
の
給

食
費
の
補
助
に
つ
い
て
も
計
画
し

て
い
る
。

田
ノ
上
　
行
政
経
費
の
見
直
し
に

つ
い
て
。
遠
方
へ
の
出
張
な
ど
に

よ
る
旅
費
は
、
条
例
に
よ
り
制
約

が
あ
る
。
物
価
高
騰
に
よ
り
、
現

状
に
合
っ
て
な
い
の
で
は
と
危き

惧ぐ

す
る
。

　
規
定
の
改
正
に
よ
り
、
職
員
の

事
務
負
担
を
軽
減
し
、
業
務
に
、

よ
り
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
る

べ
き
と
思
う
。
旅
費
の
規
定
に
つ

い
て
改
正
す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長　
国
家
公
務
員
に
お
い

て
は
改
正
さ
れ
て
い
る
。
近
隣
市

町
の
動
向
を
見
て
、
本
町
の
旅
費

規
程
も
国
の
基
準
に
合
わ
せ
改
正

す
る
べ
き
か
検
討
し
た
い
。

町
長
　
質
問
の
全
般
通
し
て
、
経

済
対
策
も
一
生
懸け

ん

命め
い

や
っ
て
い
く
。

町
民
の
皆
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
形
で
資
金
を
使
い
た
い
。

頑
張
っ
て
活
動
し
て
い
く
。

田
た

ノ
の

上
う え

 真
まこと

 議員が問う

物価高騰への対応は
町民に喜んでもらえるような形で

生活

　できることを精一杯、という答弁をいただいた
と思っている。先の経済を考えると、慎重になら
ざるを得ない。相当難しい局面と思う。

質問を終えて 映像はこちら

緊急通報システムの活用拡大を

安否確認ボタン

相談ボタン 取消ボタン
緊急ボタン
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質
問
し
た
議
員
自
身
の
責
任
で
ま
と

め
た
原
稿
を
、
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
映
像
配
信
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

白
水　
聴
覚
機
能
の
衰お

と
ろ

え
、
難
聴

で
あ
る
こ
と
で
認
知
症
な
ど
に
誤

認
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
難
聴
に
つ
い
て
正
し
く
学
ぶ
機

会
を
つ
く
り
意い

思し

疎そ

通つ
う

方
法
を
身

に
つ
け
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
り
組

み
と
し
て
聴
覚
機
能
の
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
は
し
て
い
る
か
。

福
祉
課
長　
聴
覚
機
能
の
フ
レ
イ

ル
チ
ェ
ッ
ク
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、

今
後
は
、
福
岡
県
や
近
隣
市
町
な

ど
の
情
報
を
収
集
し
、
ど
の
事
業

に
お
い
て
実
施
す
る
と
効
果
的
か

を
考
慮
し
た
上
で
実
施
し
て
い
く

か
検
討
し
て
い
く
。

白
水　

聴
覚
機
能
の
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
の
周
知
を
多
く
の
方
に

実
施
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
特

定
健
診
で
の
声
か
け
や
、
広
報
に

よ
る
掲け

い

載さ
い

な
ど
の
周
知
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
。

福
祉
課
長　
集
団
検
診
で
聴
覚
機

能
の
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
、
声
か

け
は
し
て
い
な
い
。

　
周
知
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
の

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た

検
診
な
ど
の
活
用
を
含
め
、
検
討

し
て
い
く
。

白
水　
聴
覚
低
下
の
方
に
聞
こ
え

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
支
援
と
し

て
、
軟な

ん

骨こ
つ

伝で
ん

導ど
う

イ
ヤ
ホ
ン
や
集
音

器
等
の
積
極
的
な
活
用
を
促
進
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
須
恵
町
の
見

解
を
問
う
。

福
祉
課
長　
集
音
器
に
関
し
て
は

福
祉
課
窓
口
に
１
台
設
置
し
て
い

る
。
耳
が
聞
こ
え
づ
ら
い
方
に
対

す
る
窓
口
対
応
は
ゆ
っ
く
り
大
き

な
声
で
丁
寧
に
説
明
を
行
っ
て
い

る
。
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
導
入
に

つ
い
て
は
、
ど
の
機
種
が
よ
い
か

を
選
定
し
検
討
し
て
い
く
。

町
長　
ま
ず
は
普
及
啓
発
活
動
で

加
齢
に
よ
る
耳
の
受
診
を
推
進
し

て
い
く
。

白
し ろ う ず

水 春
は る

夫
お

 議員が問う

聴覚機能のフレイル予防を
普及啓発活動で受診を推進

福祉

　聴覚の低下は、日常生活におけるコミュニケー
ションの障害を引き起こしたりします。予防手段
のサポートが必要だと感じます。

質問を終えて

※�

質
問
し
た
議
員
自
身
の
責
任
で
ま
と

め
た
原
稿
を
、
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
映
像
配
信
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

男
澤　
ほ
た
る
の
湯
入
浴
利
用
者

と
電
位
治
療
器
ス
カ
イ
ウ
ェ
ル
の

年
間
利
用
者
数
を
令
和
５
年
度
、

令
和
６
年
度
に
つ
い
て
問
う
。

福
祉
課
長　
入
浴
者
数
は
、
令
和

５
年
度
３
万
36
人
。
令
和
６
年
度

３
万
１
１
７
２
人
。
ス
カ
イ
ウ
ェ

ル
の
利
用
者
数
は
、
令
和
５
年

度
６
３
８
２
人
。
令
和
６
年
度

５
６
３
６
人
で
あ
る
。

男
澤　
65
歳
以
上
、
障
が
い
が
あ

る
方
へ
は
、
減げ

ん

免め
ん

措そ

置ち

を
取
り
入

れ
て
は
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

福
祉
課
長　
減
免
措
置
を
取
り
入

れ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
理
由

と
し
て
令
和
７
年
４
月
１
日
に
知

事
が
指
定
す
る
普
通
公
衆
浴
場
の

入
浴
料
金
見
直
し
が
あ
り
、
大
人

12
歳
以
上
の
料
金
が
、
４
８
０
円

か
ら
５
５
０
円
に
改
定
さ
れ
て
い
る
。

男
澤　
近
隣
の
市
町
は
減
免
措
置

な
ど
を
採
用
し
て
い
る
、
同
じ
様

な
条
件
に
出
来
な
い
か
を
問
う
。

町
長　
ほ
た
る
の
湯
は
須
恵
町
の

お
い
し
い
水
を
使
用
し
て
い
る
お

風
呂
で
私
は
安
い
と
思
う
。
毎
年

２
５
０
０
万
円
の
赤
字
で
あ
る
。

町
民
の
方
の
御
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
。

男
澤　
脱
衣
所
で
は
、
故
障
中
の

ロ
ッ
カ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
修し

ゅ
う

繕ぜ
ん

か
、
取
り
替
え
で
は
な
い
か
を

問
う
。

福
祉
課
長　
全
体
数
の
３
割
か
ら

４
割
が
故
障
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
見
積
り
を
取
る
な
ど
、
情
報

収
集
し
対
応
を
考
え
る
。

男
澤　
現
状
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

内
容
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
最
新

に
更こ

う

新し
ん

が
必
要
で
は
な
い
か
。

福
祉
課
長　
古
い
情
報
を
更
新
で

き
ず
申
し
訳
な
い
。
す
で
に
最
新

に
更
新
し
公
開
し
て
い
る
。

男
澤　
利
用
者
制
限
を
問
う
。
皮

フ
病
、
性
病
そ
の
他
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うの

恐

れ
が
あ
る
方
の
入
浴
は
ご
遠え

ん

慮り
ょ

願

い
ま
す
と
張
り
紙
が
あ
る
が
皮
フ

病
は
ア
ト
ピ
ー
性
皮
フ
炎
な
ど
、

感
染
し
な
い
皮
フ
病
の
患
者
は
利

用
を
控
え
な
い
か
心
配
で
あ
る
。

感
染
症
の
文も

ん

言ご
ん

で
充
分
で
は
な
い

か
見
解
を
問
う
。

町
長　
公
衆
浴
場
の
た
め
、
制
限

は
か
け
る
べ
き
。
常
識
の
範
囲
で

使
用
し
て
も
ら
う
。
議
員
が
言
う

解か
い

釈し
ゃ
くは

こ
じ
つ
け
で
あ
る
。

男
澤　
ほ
か
に
も
改
善
の
有
無
の

確
認
作
業
予
定
は
あ
る
の
か
。

町
長　
担
当
課
長
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
に
て
確
認
さ
せ
る
。

男
お

澤
ざ わ

 一
か ず

夫
お

 議員が問う

ほたるの湯の減免措置と利便性は
今は減免措置を考えていない

福祉

　ほたるの湯をまだまだ沢山の方に御利用いただ
いて、これからも利用者の憩いの場であり続けて
ほしいです。

質問を終えて 映像はこちら映像はこちら

　
フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
に
伴と

も
な
い

心
身
の
活
力
（
筋
力
や
認
知
機
能

な
ど
）
が
低
下
し
た
状
態
を
指
し

ま
す
。
健
康
な
状
態
と
要
介
護
状

態
の
中
間
に
位
置
し
、
適
切
な
対

策
を
講こ

う

じ
る
こ
と
で
、
健
康
な
状

態
に
戻
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

用 語
解 説

故障中のロッカー

入場制限の張り紙
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須恵町のふるさと納税の現状と課題について、所管するふるさと応援課と意見交換を行ないました。須恵町の部活動地域移行と育成会活動の現状について、所管する学校教育課および社会教育課と、
意見交換を行ないました。

令和５年10月18日・19日令和５年10月18日・19日 委員会レポート委員会レポート 総務建設産業委員会文教厚生委員会 令和7年4月28日（月）令和7年5月2日（金）

「地域活性につながるか」
─ 須恵町のふるさと納税は ─

『子どもを育てる地域活動として』
─ 部活動地域移行と育成会活動は ─

◆ふるさと納税について
　平成20年に始まった制度です。ふるさと（地方）で育っ
た人が、進学就職で都会へ行って納税者になる～ありがち
なパターンですが、ふるさとの自治体の教育・医療・福祉な
どのサービス（自治体持ちです）を受けて育ち、地元で納税
者とならずに都会で納税するのでは、地域間の格差が拡大
するばかりです。
　そこで、全国からの寄附を通じてふるさとへの支援を募
ることで、自治体への支援、その地の生産者・事業者や地域
の活性化を図り、地域間格差を解消するねらいがあります。

◆須恵町の実績は
年度別の寄附金額は、◆部活動地域移行

　専門性を持つ外部指導者による、日曜日の部活指導(部活動地域移行)ですが、
令和6年度より太鼓・陸上・剣道の3部を、部活動地域移行のモデル事業として開
始していました。
　令和7年度より国が示す今後の方向性として、部活動地域移行から部活動地
域展開へと名称変更されましたので、須恵町の考え方について説明を受けまし
た。部活動地域移行は、まずは部活動改革として考えていくとし、日曜日の部
活動を、地域とともに生徒を育てる場として位置づけ、持続可能な運営体制を
構築し、生徒に多様な選択肢を提供し続けていきたいとの考えでした。須恵町
では令和8年度中に、原則休日の部活動の地域移行を目指すというものでした。

◆育成会活動
　活動における問題について、今後の方向性などの説明を受けました。子
ども会加入者の減少、育成会役員の担

にな

い手
て

不足、参加者の減少、行事数な
どの問題は多く、今後は、子育連組織の見直しや、行事の精

せい

選
せん

のための検
証を行ない、子ども会活動の質を向上させていきたいとのことでした。各
小校区のコミュニティと連携し、子ども会加入者の減少をおさえるために
も、加入未加入関わらず、町内全ての子どもが経験できる行事を現在検討
しています。

　消防用機械器具の取り扱いや操作の技術を競う操法
大会に向け、訓練に励

はげ

む須恵町消防団の激励に伺いま
した。
　6月22日（日）に行われる大会は、本町のみの大会で、
県および全国大会の開催はありません。
　しかし、各消防団の方々は、一日の仕事を終えた後
にも関わらず、操作の手順や機

き

敏
びん

な行動と、連日一丸
となって訓練に励んでいました。
　町民の生命と財産を守るという使命感は、こうした
日々の努力に裏付けられていることを強く感じまし
た。また、日頃の活動に対し、ご理解、ご協力いただ
いているご家族の方に、改めて感謝を申し上げます。

平成29年 　　2629万円
平成30年 　　5500万円
令和�1�年 　　2348万円
令和�2�年 ８億7564万円
令和�3�年 ５億7887万円
令和�4�年 ７億2197万円
令和�5�年 ５億3153万円
令和�6�年 ７億��716万円

様々なシティープロモーション活動
（大相撲懸賞幕を出しました）

地域とともに生徒を育てる場の位置づけ
となる「部活動外部指導」

子ども会や地域活動のリーダーとなるための
「インリーダー研修」で粕屋南部消防署に行きました

今 の後 課 題
　部活動地域移行については、学校の7割が専門
外で対応(部活顧問)しているので、今後外部指導
者との考え方のすり合わせや、持続可能な運営体
制を充実させ、整

ととの

えていく必要が重要だと考えます。

　育成会活動については、少子化などで子ども会
の加入も減少しています。議会も、各小校区のコ
ミュニティ・各子育連などと一緒になって、解決・
改善策を模

も

索
さ く

検
け ん

討
と う

していきたいと思います。

今 の後 課 題
　魅力ある返礼品を発掘し続けることが大変です。大き
な課題は、国の制度・法規制が毎年のように変わり、その
たびに対応が迫られ膨大な労力を必要とします。全国の

自治体間でふるさと納税熱が過
か

熱
ねつ

し、激しい競争になっ
ているのが原因ですが、当初の精神からは相当それてい
るようです。

議 の会 視 点
　学んだことは、制度上、寄附はいただくだけではなく
流出もあることです。流出が増大すると、その分稼がな
くてはならず、体力のない自治体は過

か

重
じゅう

な負担となりま
す。制度そのものの是非を考えなくてはなりません。

　須恵町も、令和２年以降は積極的に取り組むようになり
ましたが、返礼品だけで須恵町の魅力が語れるかというと
そうではなく、割り切って応援すべきだと感じています。
　議会としても今後の推

すい

移
い

を注
ちゅう

視
し

していきたいと思います。

議 の会 視 点
　部活動の地域移行では、少子化による中学校の
生徒数減少、運動部活動の入部率低下により、存
続できない部活動が増加しているのが現状です。休
日の部活指導は教員の業務負担が大きく、その負
担を軽

けい

減
げ ん

できると感じました。

　育成会活動では、今後の方向性、今やるべき事
を明確にして推

すい

進
し ん

していただきたいと思います。議
会も、今後の取り組みについては、出来ることをしっ
かりサポートしていきたいと思います。

須恵町消防団�村山団長および副団長へ激励の挨拶を行ないました

寄附金額の約50％が町の財源となります。
◆手続きは
　ふるさと納税を希望する方は、それぞれの年収に応じ
て税

ぜい

額
がく

控
こう

除
じょ

の上限額が決まっています。支援したい自治
体を選んで寄附すると書類と返礼品が届けられます。そ

の後、控除申告の手続きをすると、確定申告のときに、
寄附金額に応じて税金が控除されます。（ワンストップ特
例もあります）

須恵町消防団を激
げ き

励
れ い
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松山 力弥  議長

議長通信

組合加入率低下の
その先に

　区・組合（自治会）の加入率の低
下が進んでいます。議会の提案で、
区長、議員、行政で構成される「自
治組織参加促

そ く

進
し ん

協議会」を設置し、
加入促進について話し合われまし

います。町を運営するには行政だ
けではできません。特に地域のこ
とは、住民の皆さんの協

きょう

働
ど う

体制に
委ねられております。そしてそこ
には、地域でルール化され決定さ
れたことを守り、お互いが協力し
て、より良い環境のもと生活がな
されています。
　区・組合への未加入は、地域の
それらの決定事項に関

か ん

与
よ

しにくい
状況となります。できる限り地域
の活動や行政に参加、参画してい
ただくこと、そのためには、区・
組合の加入が大事であると考えま
す。地域の崩壊は、町の崩壊へと
繋がります。町は、そこに住む人、
働く人の主体的な活動のうえ成り
立っているのです。

たが、未だ打開策を見出すには至っ
ていません。
　現代社会では、都市化や少子
高齢化が進展し、住民の地域への
帰

き

属
ぞ く

意
い

識
し き

が希
き

薄
は く

化
か

しています。加
入率の低下により、今まで地域が
行ってきた「美化作業」「ごみ置き
場の管理」「防犯灯の電気代」など
の労力の提供および費用負担は、
区・組合加入者と未加入者とでは
不平等感があると感じる方が増加
しているのだろうと思います。こ
の状況が進めば、地域は崩

ほ う

壊
か い

の危
機に瀕

ひ ん

します。
　憲法に、地方自治の本旨という
言葉がでてきます。地方自治は、
地域の住民が地方政治に参画して
地域のことを自ら決定すること「住
民自治」が不可欠であると言われて

次の定例議会は
９月５日からの予定です。

本会議は一般に公開されており、
簡単な手続きで傍聴することが
できます。傍聴を希望される方
は、本会議当日に役場４階議会
事務局の窓口にお越しください。
（予約不要）

議会を

生でみて

みよう！

ぼう ちょう

議会だより

開かれた議会を目指すための一環として、須恵町議会で
はこの度、議会だより「すえ」について、町民の皆さまに
アンケートをお願いすることに致しました。
町民の皆さまの忌

き

憚
た ん

のないご意見をお寄せいただきます
よう、宜しくお願い致します。

回答期間：8月4日（月）～9月4日（木）まで
議会だより（237号）アンケート

※ご回答いただいたご意見は、一部を議会だよりに掲
け い

載
さ い

させていただく場合があります。

　須恵町議会は、議場を開放
することで、学生に勉強ができ
る環境を提供します。
　また、議場の雰囲気を感じて、
議会は身近な存在と知ってほし
いです。

開放場所：須恵町役場　4F　議場　
座 席 数：16席 ※1.予約は出来ません。
 ※2. ご利用には、議会

事務局での受付が 
必要です。

利用対象：町内在住の中学生・高校生
　　　　　（須恵高校生の利用も可）

アンケート回答は
こちらから

⇒

議会改革調査特別委員会 男澤委員長

議会だより『すえ』237号について、皆さんの声をお聞かせ下さい。議会だより『すえ』237号について、皆さんの声をお聞かせ下さい。

広報特別委員会 稲永委員長

傍聴者の方に聴きました！！
6月9日（月）一般質問では、25名の方が傍聴に来られました。
傍聴ありがとうございました！

「多くの町民の方にもっと
興味を持ってもらえるよ
う、より一

いっ

層
そう

力を入れて
取り組んでいきたいと思
います。皆さんぜひ傍聴
に来てください。」

Q. 何回傍聴されたことがありますか。

Q. 議会だよりを読んだことがありますか

Q. 傍聴されてどう感じましたか

初めて 2～ 4回 5～ 9回 10 回以上

6％

23％

6％

良かった 普通 良くなかった

毎号読んでいる 時々読んでいる
読んでいない 存在をしらない

良く見ている 見たことはある
配信をしらない

65％

81％

75％

33％

67％

25％

19％

初めて 2～ 4回 5～ 9回 10 回以上

6％

23％

6％

良かった 普通 良くなかった

毎号読んでいる 時々読んでいる
読んでいない 存在をしらない

良く見ている 見たことはある
配信をしらない

65％

81％

75％

33％

67％

25％

19％

初めて 2～ 4回 5～ 9回 10 回以上

6％

23％

6％

良かった 普通 良くなかった

毎号読んでいる 時々読んでいる
読んでいない 存在をしらない

良く見ている 見たことはある
配信をしらない

65％

81％

75％

33％

67％

25％

19％

平山議員

詳細は
こちらをチェック

議会
ホームページ

映像配信 会議録
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